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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線通信システムにおいてユーザ端末が設定さ
れたリソースを使用する方法および装置を提供する。
【解決手段】ユーザ端末は、シグナリングを受信して、
アップリンクリソースを設定する。アップリンクリソー
スは複数の送信時間間隔（TTI）で使用でき、送信時間
間隔には第１のTTIおよび第２のTTIが含まれる。シグナ
リングの受信に応じて、第１のTTIでアップリンクリソ
ースを使用して送信を実行し、シグナリングの受信に対
応していない第２のTTIでは送信を行わず、ここで、UE
は送信に使用可能なデータを保持していない。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シグナリングを受信してアップリンクリソースを設定し、該アップリンクリソースは複
数の送信時間間隔（TTI）で使用可能であり、該送信時間間隔は第１のTTIおよび第２のTT
Iを含み、
　前記シグナリングの受信に応じて、前記第１のTTIにて前記設定されたアップリンクリ
ソースを使用して送信を実行し、前記シグナリングの受信に対応しない第２のTTIでは送
信を行わず、前記UEは送信に使用可能なデータを保持していないことを特徴とする設定さ
れたアップリンクリソースの無線通信システムのユーザ端末（UE）での使用方法。
【請求項２】
　前記送信に使用可能なデータは、前記設定されたアップリンクリソースを使用できる論
理チャネルに属することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記シグナリングは、半永続的割当て（SPS）を開始または再開させるためのものであ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記UEは、前記第１のTTIで前記設定されたアップリンクリソースを使用してパディン
グを送信することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記パディングは、パディングビット、該パディングビットに関連する少なくとも１つ
のサブヘッダ、パディングバッファ状態報告（BSR）に対応する媒体アクセス制御（MAC）
制御要素、前記パディングBSRに対応する前記MAC制御要素に関連するサブヘッダ、パディ
ングサイドリンクBSRに対応するMAC制御要素、および／または前記パディングサイドリン
クBSRに対応する前記MAC制御要素に関連するサブヘッダを含むことを特徴とする請求項４
に記載の方法。
【請求項６】
　前記UEは、前記設定されたアップリンクリソースのみでは、パディングを有するMACプ
ロトコルデータユニット（PDU）を送信しないことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記UEが送信に使用可能なデータを保持している場合、該UEによって新規の送信に前記
設定されたアップリンクリソースを使用することをさらに含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　前記設定されたアップリンクリソースが一度設定されると、該アップリンクリソースは
定期的に利用可能となることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記UEは、送信に使用可能なデータが存在しない場合にシグナリングを受信することを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記送信は新規の送信であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　制御回路と、
　該制御回路に組み込まれた処理装置と、
　前記制御回路に組み込まれて前記処理装置に連結された記憶装置とを含むユーザ端末（
UE）において、
　前記処理装置は、前記記憶装置に保存されたプログラムコードを実行するよう構成され
て、
　　シグナリングを受信してアップリンクリソースを構成し、該アップリンクリソースは
、第１のTTIおよび第２のTTIを含む複数の時間間隔（TTI）で使用でき、
　　前記シグナリングの受信に応じて前記第１のTTIにて前記設定されたアップリンクリ
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ソースを使用して送信を実行し、前記シグナリングの受信に対応しない第２のTTIでは送
信を行わず、前記UEは送信に使用可能なデータを保持していないことを特徴とするユーザ
端末（UE）。
【請求項１２】
　前記送信に使用可能なデータは、前記設定されたアップリンクリソースを使用できる論
理チャネルに属することを特徴とする請求項１１に記載のユーザ端末。
【請求項１３】
　前記シグナリングは、半永続的割当て（SPS）を開始または再開させるためのものであ
ることを特徴とする請求項１１に記載のユーザ端末。
【請求項１４】
　前記UEは、前記第１のTTIで前記設定されたアップリンクリソースを使用してパディン
グを送信することを特徴とする請求項１１に記載のユーザ端末。
【請求項１５】
　前記パディングは、パディングビット、該パディングビットに関連する少なくとも１つ
のサブヘッダ、パディングバッファ状態報告（BSR）に対応する媒体アクセス制御（MAC）
制御要素、前記パディングBSRに対応する前記MAC制御要素に関連するサブヘッダ、パディ
ングサイドリンクBSRに対応するMAC制御要素、および／または前記パディングサイドリン
クBSRに対応する前記MAC制御要素に関連するサブヘッダを含むことを特徴とする請求項１
４に記載のユーザ端末。
【請求項１６】
　前記UEは、前記設定されたアップリンクリソースのみでは、パディングを有するMACプ
ロトコルデータユニット（PDU）を送信しないことを特徴とする請求項１１に記載のユー
ザ端末。
【請求項１７】
　前記処理装置はさらに、前記記憶装置に保存されたプログラムコードを実行して、前記
UEが送信に使用可能なデータを保持している場合に、該UEによって新規の送信に前記設定
されたアップリンクリソースを使用するように構成されていることを特徴とする請求項１
１に記載のユーザ端末。
【請求項１８】
　前記設定されたアップリンクリソースが一度設定されると、該アップリンクリソースは
定期的に利用可能となることを特徴とする請求項１１に記載のユーザ端末。
【請求項１９】
　前記UEは、送信に使用可能なデータが存在しない場合にシグナリングを受信することを
特徴とする請求項１１に記載のユーザ端末。
【請求項２０】
　前記送信は新規の送信であることを特徴とする請求項１１に記載のユーザ端末。
【発明の詳細な説明】
【参照関連出願】
【０００１】
　本出願は、2015年6月12日に出願された仮米国特許出願第62/174,909号および2015年6月
12日に出願された仮米国特許出願第62/174,952号による優先権の利益を主張するものであ
り、その内容全体を本明細書に参照によって組み込む。
【分野】
【０００２】
　本発明は、一般に無線通信ネットワークに関するものであり、具体的には、無線通信シ
ステムで設定されたリソースの使用方法および装置に関する。
【背景】
【０００３】
　移動通信機器間で大量のデータの送受信を行う必要性が急速に高まり、従来の移動音声
通信ネットワークはインタネットプロトコル（IP）データパケットを用いて通信を行うネ
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ットワークへと発展している。このようなIPデータパケット通信では、移動通信機器の使
用者に、ボイスオーバIP（VoIP）、マルチメディア、マルチキャストおよびオンデマンド
による通信サービスの提供が可能である。
【０００４】
　現今標準化が行われているネットワーク構造の具体的な例として、進化型地上無線アク
セスネットワーク（E-UTRAN）が挙げられる。E-UTRANシステムは、高速のデータスループ
ットによって上記のVoIPサービスおよびマルチメディアサービスを実現できる。目下、3G
PP標準化団体によってE-UTRANシステムの標準化の取組みが行われている。それに応じて
、現行の3GPP標準仕様の主要部の変更が現在提起されて、3GPP標準を展開し、最終的にま
とめ上げることが検討されている。
【概要】
【０００５】
　本願では、設定されたリソースをユーザ端末（UE）によって使用して、設定されたアッ
プリンクリソースをより効率良く活用する方法および装置を開示する。一実施例において
、本方法はアップリンクリソースを設定するシグナリングを受信することを含み、アップ
リンクリソースは複数の送信時間間隔（TTI）で使用可能であり、TTIには第１のTTIおよ
び第２のTTIが含まれる。本方法は、シグナリングを受信すると、設定されたアップリン
クリソースを第１のTTIに使用して送信を実行することを含み、UEが送信に利用できるデ
ータを有せずシグナリングの受信に対応しない第２のTTIは使用しない。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】一実施例による無線通信システムの概略図である。
【図２】一実施例による送信機システム（アクセス網として公知）および受信機システム
（ユーザ端末またはUEとして公知）のブロック図である。
【図３】一実施例による通信システムの機能ブロック図である。
【図４】一実施例による図３のプログラムコードの機能ブロック図である。
【図５】3GPP　RP-150310に掲載された図の写しである。
【図６】3GPP　RP-150310に掲載された図の写しである。
【図７】http://www.isi.edu/nsnam/DIRECTED_RESEARCH/DR_WANIDA/DR/JavisInActionSlo
wStartFrame.htmlに掲載された図の写しである。
【図８】割当て要求によってアップリンクグラントを要求するタイミング図である。
【図９】アップリンクグラントに関し、UEが物理ダウンリンク制御チャネル（PDCCH）を
モニタするタイミング図である。
【図１０】事前割当て設定グラントのタイミング図である。
【図１１】一実施例によるタイミング図である。
【図１２】一実施例によるタイミング図である。
【図１３】一実施例によるタイミング図である。
【図１４】一実施例によるフローチャートである。
【図１５】一実施例によるフローチャートである。
【詳細な説明】
【０００７】
　例示の無線通信システムおよび後述の機器では、放送サービスに対応する無線通信方式
を採り入れている。無線通信システムを広範囲に配置することにより、音声、データなど
、様々な種類の通信を提供する。これらのシステムは、符号分割多元接続（CDMA）、時分
割多重接続（TDMA）、直交周波数分割多重接続（OFDMA）、3GPP　LTE（ロングタームエボ
リューション）無線接続、3GPP　LTE-AまたはLTE-Advanced（ロングタームエボリューシ
ョン・アドバンスト）、3GPP2　UMB（ウルトラモバイルブロードバンド）、WiMaxまたは
他の変調技術に基づくものでよい。
【０００８】
　具体的には、例示の無線通信システムおよび後述の機器は、例えば、「3rd　Generatio



(5) JP 2017-5708 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

n　Partnership　Project」（以下、3GPPと称す）という共同事業体によって標準化が提
案されている１または複数の標準仕様をサポートするものとして設計してもよく、3GPPの
標準仕様として例えば、RP150465「New SI Proposal: Study On Latency Reduction Tech
niques For LTE」、RP-150310「Study On Latency Reduction Techniques For LTE」、TS
　36.321、バージョン12.5.0「E-UTRA MAC Protocol Specification（リリース12）」、T
S　36.331、バージョン12.5.0「E-UTRA RRC Protocol Specification（リリース12）」、
およびTS　36.213、バージョン12.5.0「E-UTRA Physical Layer Procedures（リリース12
）」が挙げられる。上記の標準仕様および文献はすべて、参照として本明細書に組み込ま
れる。
【０００９】
　図１は、本発明の一実施例による多重接続式無線通信システムを示す。アクセス網（AN
）100は複数のアンテナ群を含み、あるアンテナ群はアンテナ104および106を、別のアン
テナ群はアンテナ108および110を含み、さらに他のアンテナ群はアンテナ112および114を
含む。図１では、各アンテナ群のアンテナは２本しか図示されていないが、各アンテナ群
が有するアンテナは２本より多くても少なくてもよい。接続端末（AT）116はアンテナ112
および114と通信を行い、アンテナ112および114は下りリンク120を通して接続端末116に
情報を送信し、上りリンク118を通して接続端末116から情報を受信する。接続端末（AT）
122はアンテナ106および108と通信を行い、アンテナ106および108は下りリンク126を通し
て接続端末122に情報を送信し、上りリンク124を通して接続端末122から情報を受信する
。FDDシステムでは、通信リンク118、120、124および126は、それぞれ異なる周波数を使
用して通信を行ってもよい。例えば、下りリンク120は、上りリンク118と異なる周波数を
使用することもできる。
【００１０】
　アンテナの各群および／またはアンテナが通信を行うように構成された領域は、たいて
いの場合、アクセス網のセクタと称される。実施例では、アンテナ群はそれぞれ、アクセ
ス網100がカバーする領域のセクタ内の接続端末と通信を行う。
【００１１】
　下りリンク120および126を通して通信を行う場合、アクセス網100の送信アンテナは、
ビームフォーミングを利用して、下りリンクの信号対雑音比を個々の接続端末116および1
22ごとに高めてもよい。また、ビームフォーミングを利用するアクセス網では、アクセス
網の範囲にわたってランダムに分散させた接続端末へ送信することにより、単一のアンテ
ナを介してすべての接続端末に送信を行うアクセス網と比べ、近接するセル間での接続端
末における干渉が少なくなる。
【００１２】
　アクセス網（AN）は、端末との通信を行う際に利用する固定局または基地局でよく、ま
た、アクセスポイント、NodeB、基地局、高度特定基地局、e-NodeB（eNB）または他の用
語で呼称してもよい。また、接続端末（AT）は、ユーザ端末（UE）、無線通信機器、端末
、接続端末または他の用語で呼称してもよい。
【００１３】
　図２は、送信機システム210（アクセス網として公知）およびMIMOシステムの受信機シ
ステム250（接続端末（AT）もしくはユーザ端末（UE）として公知）の実施例の簡略ブロ
ック図を示す。送信機システム210では、複数のデータストリームのトラヒックデータを
、データ源212から送信（TX）データ処理装置214に与える。
【００１４】
　一実施例では、各データストリームはそれぞれの送信アンテナによって送信される。TX
データ処理装置214は、それぞれのデータストリームに合わせて選択された特定のコード
体系に基づいて、データストリームごとにトラヒックデータをフォーマットし、符号化し
て、インタリーブする。
【００１５】
　各データストリームの符号化データは、OFDM手法によってパイロットデータを用いて多



(6) JP 2017-5708 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

重化する。パイロットデータは、通常、公知の手法で処理された既知のデータパターンで
あり、受信機システムにおいて使用してチャネル応答値を推定する。次に、データストリ
ームごとに多重化されたパイロットデータおよび符号化データは、データストリーム用に
選択された特定の変調方式（例えば、BPSK、QPSK、M-PSKまたはM-QAM）に基づいて変調し
て（すなわち、シンボルマッピングして）、変調シンボルを得る。各データストリームの
データ転送速度、符号化方式および変調方式は、処理装置230が実行する命令によって決
めてもよい。
【００１６】
　すべてのデータストリームの変調シンボルをTX MIMO処理装置220に与えて、TX MIMO処
理装置220で変調シンボル（例えば、OFDM用）をさらに処理してもよい。TX MIMO処理装置
220は、次に、NT個の変調シンボルストリームをNT個の送信機（TMTR）222a～222tに与え
る。特定の実施例では、TX MIMO処理装置220はデータストリームのシンボルを送信中のア
ンテナにビームフォーミング重み加える。
【００１７】
　各送信機222は、それぞれ対応するシンボルストリームを受信し、処理を施して１つ以
上のアナログ信号を得て、さらにアナログ信号を調整して（例えば、増幅、フィルタリン
グおよび高い周波数に変換して）、MIMOチャネルを介した通信に適する変調信号を得る。
送信機222a～222tで得られたNT個の変調信号はそれぞれNT本のアンテナ224a～224tから送
信される。
【００１８】
　受信機システム250では、送信されてきた変調信号をNR本のアンテナ252a～252rによっ
て受信し、各アンテナ252から受け取った信号をそれぞれ対応する受信機（RCVR）254a～2
54rに与える。各受信機254は対応する受信信号を調整し（例えば、フィルタリング、増幅
および周波数を逓降して）、調整した信号をデジタル化してサンプルを得て、さらにサン
プルに処理を施して対応する「受信」シンボルストリームを得る。
【００１９】
　次に、RXデータ処理装置260がNR個の受信機254からNR個の受信シンボルストリームを受
け取り、特定の受信機処理手法に基づいてシンボルストリームを処理して、NT個の「検出
」シンボルストリームを得る。その後、RXデータ処理装置260は、各検出シンボルストリ
ームを復調、デインタリーブおよび復号して、データストリームのトラヒックデータを復
元する。RXデータ処理装置260による処理は、TX MIMO処理装置220および送信機システム2
10のTXデータ処理装置214が行う処理を補完するものである。
【００２０】
　処理装置270は、どのプリコードマトリクスを使用するかの判断を定期的に行う（この
点については後で述べる）。処理装置270は、マトリクスの指標部分およびランク値部分
を含む上りリンクメッセージを生成する。
【００２１】
　上りリンクメッセージには、通信リンクおよび／または受信データストリームに関する
様々な情報が含まれていてもよい。上りリンクメッセージは、TXデータ処理装置238を用
いて処理され、TXデータ処理部は、多数のデータストリームのトラヒックデータもデータ
源236から受信する。上りリンクメッセージは、変調器280によって変調され、送信機254a
～254rによって調整されて、送信機システム210に送り返される。
【００２２】
　送信機システム210では、受信機システム250から送られてきた変調信号をアンテナ224
によって受信し、受信機222によって調整し、復調器240によって復調し、RXデータ処理装
置242によって処理して、受信機システム250から送信されてきた上りリンクメッセージを
抽出する。その後、処理装置230がどのプリコードマトリクスを使用するかを判断してビ
ームフォーミング重みを算出し、抽出したメッセージを処理する。
【００２３】
　次に図３を参照すると、本図は本発明の一実施例による通信機器の別の簡略機能ブロッ
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ク図を示す。図３に示すように、無線通信システムの通信機器300を使って、図１に示すU
E（またはAT）116および122、または図１に示す基地局（またはAN）100を実現することが
でき、無線通信システムは好適にはLTEシステムである。通信機器300は、入力装置302、
出力装置304、制御回路306、中央処理装置（CPU）308、記憶装置310、プログラムコード3
12および送受信器314を含んでいてもよい。制御回路306は、記憶装置310に保存されたプ
ログラムコード312をCPU 308で実行することにより、通信機器300の動作を制御する。通
信機器300は、ユーザがキーボードまたはキーパッドなどの入力装置302によって入力した
信号を受信して、モニタまたはスピーカーなどの出力装置304から画像および音を出力で
きる。送受信器314は無線信号の受信および送信に用いられ、受信した信号を制御回路306
に送り、制御回路306が生成した信号を無線によって出力する。また、無線通信システム
の通信機器300を使って、図１に示すAN100を実現することも可能である。
【００２４】
　図４は、本発明の一実施例による図３のプログラムコード312の簡略ブロック図を示す
。本実施例では、プログラムコード312は、アプリケーション層400、レイヤ３部402およ
びレイヤ２部404を含み、レイヤ１部406に結合されている。レイヤ３部402は、通常、電
波源の制御を行う。レイヤ２部404は、通常、リンクの制御を行う。レイヤ１部406は、通
常、物理接続の制御を行う。
【００２５】
　パケットデータ遅延は、性能評価の重要な測定基準の１つである。パケットデータ遅延
が減少することにより、システムの性能が向上する。3GPP　RP-150465では、「LTEの遅延
低減技術に関する研究」という研究事項は、遅延を低減させるいくつかの技術を吟味して
標準化することを目的としている。
【００２６】
　3GPP　RP-150465によると、研究事項の目標は、E-UTRAN無線システムを強化して、アク
ティブなUEのLTE　Uuエアインタフェースのパケットデータ遅延を大幅に低減させ、長期
間遊休状態（接続された状態で）のUEのパケットデータ転送往復遅延も大幅に低減させる
ことにある。研究領域には、エアインタフェース容量、バッテリ寿命、制御チャネルリソ
ース、仕様の競合、および技術上の実現性を含むリソース効率が含まれる。周波数分割双
方向（FDD）モードおよび時分割複信（TDD）モードの両方が検討される。
【００２７】
　3GPP　RP-150465によると、２つの分野について検討して記録に残すべきであろう。
　－　高速アップリンクアクセス方式
　　　アクティブなUE、および長期間遊休状態ではあるもののRRC接続は維持されているU
Eに関し、割り当てられたアップリンク伝送に対するユーザプレーン遅延を減少させて、
現行のTTI長および処理時間を維持したまま、または維持せずに、現在標準規格で認めら
れている事前割当て方式と比べプロトコルおよびシグナリングの質が向上して、よりリソ
ース効率のよい方式を得ることに重点を置くべきであろう。
　－　TTIの短縮化および処理時間の削減
　　　仕様の競合を推定し、基準信号および物理層制御シグナリングへの影響を考慮に入
れて、0.5msと１個のOFDMシンボルとの間のTTI長の実現性および機能性を検討する。
【００２８】
　図５は3GPP　RP-150310に掲載された図の写しであり、各領域に対応する改善を示す。3
GPP　RP-150310では、高速アップリンクアクセス方式の候補を挙げている。
　－　事前グラント　→　高速アップリンクアクセスではあるもののスループットは制限
される。
　　　リソースを（変更した）SPSによって割当て可能である。
　－　バッファにデータが存在しない場合、パディングの送信要求を削除する　→　遊休
状態時のバッテリリソースを節約する。
　　　ワット統計量に基づく良好なスループット。
　－　アクティブ状態に入ったら動的割当てに切り替える　→　送信バッファに大量のデ
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ータがある場合、スループットを最適化する。
【００２９】
　3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0に公開されている現行の3GPP　E-UTRA　MACの仕
様書では、半永続的割当て（SPS）は以下のように機能する。
　<５．１０．半永続的割当て>
　RRCによって半永続的割当てが可能な場合、以下の情報が提供される[8]。
　－　半永続的割当てC-RNTI
　－　アップリンクに対し半永続的割当てが無効な場合、アップリンク半永続的割当て期
間semiPersistSchedIntervalULおよび暗黙的開放implicitReleaseAfterの前に行われる空
送信の回数
　－　twoIntervalsConfigがアップリンクに対して有効か無効か（TDDモードの場合のみ
）
　－　ダウンリンクに対し半永続的割当てが有効な場合、ダウンリンク半永続的割当て期
間semiPersistSchedIntervalDLおよび半永続的割当て用に設定されたHARQプロセスの回数
　アップリンクまたはダウンリンクの半永続的割当てがRRCによって無効となる場合、同
様の設定されたグラントまたは設定された割当ては廃棄するものとする。
　半永続的割当てはSpCellだけでサポートされる。
　半永続的割当ては、RNサブフレーム構成と組み合わせたE-UTRANと通信を行うRNに対し
てはサポートされない。
　＊注記：　eIMTAがSpCellに対して設定される場合、eIMTA　L1シグナリングによって再
設定可能な設定されたアップリンクグラントまたは設定されたダウンリンク割当てがサブ
フレームに発生すると、UEの動作は規定されないままとなる。
　<５．１０．１．ダウンリンク>
　半永続的ダウンリンク割当てが設定されると、MACエンティティは、N番目の割当てがサ
ブフレームで発生したと結果的にみなすものとする。これに対し、
　－　（10*SFN+subframe）＝［(10*SFNstart time+subframestart time)+N*semiPersist
SchedIntervalDL］ modulo 10240
である。ただし、SFNstart timeおよびsubframestart timeはそれぞれ、設定されたダウ
ンリンク割当てが初期化（再初期化）されたときのSFNおよびサブフレームである。
　<５．１０．２．アップリンク>
　半永続的割当てアップリンクグラントが設定されると、MACエンティティは以下の処理
を行うものとする：
　－　twoIntervalsConfigが上位層によって有効の場合、
　　　－　表7.4-1に従ってSubframe_Offsetを設定し、
　－　それ以外の場合、
　　　－　Subframe_Offsetを０に設定し、
　－　N番目のグラントがサブフレームで発生したものと結果的にみなし、これに対し、
　　　－　（10*SFN+subframe）＝［(10*SFNstart time+subframestart time)+N*semiPer
sistSchedIntervalUL+Subframe_Offset*(N modulo 2)］ modulo 10240
である。ただし、SFNstart timeおよびsubframestart timeはそれぞれ、設定されたアッ
プリンク割当てが初期化（再初期化）されたときのSFNおよびサブフレームである。
　MACエンティティは、半永続的割当てリソースにおいて、implicitReleaseAfter[8]個の
それぞれにゼロMAC SDUを含む連続する新たなMAC PDUが多重化および組立てエンティティ
によって与えられると、即時に設定されたアップリンクグラントを消去するものとする。
　＊注記：　半永続的割当ての再送信は、設定されているアップリンクグラントが消去さ
れた後に継続して行える。
　<５．４．１．アップリンクグラント受信>
　UL-SCHで送信を行うために、MACエンティティは有効なアップリンクグラント（非アダ
プティブHARQの再送信を除く）を保持していなければならず、グラントは、PDCCHまたは
ランダムアクセス応答で動的に受信してもよく、あるいは半永続的な設定としてもよい。
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要求された送信を実行するために、MAC層は下位層から送られてくるHARQ情報を受信する
。物理層がアップリンク空間多重化用に設定されている場合、MAC層は、同一TTIに対し、
下位層から最大で２つのグラント（各HARQプロセスにつき１つ）を受信できる。
　MACエンティティがC-RNTI、半永続的割当てC-RNTIまたは一時的なC-RNTIを保持する場
合、MACエンティティは、以下の状況において、各TTI、および走行中のtimeAlignmentTim
erを有するTAGに属する各サービングセル、および各TTI用に受信された各グラントに対す
るものとする。
　－　当該TTIおよびサービングセルのアップリンクグラントがPDCCHにおいてMACエンテ
ィティのC-RNTIまたは一時的なC-RNTIに対して受信された場合、または
　－　当該TTIのアップリンクグラントがランダムアクセス応答によって受信された場合
であって、
　　－　アップリンクグラントがMACエンティティのC-RNTIに対するものであり、および
同一のHARQプロセスのHARQエンティティに送信された従前のアップリンクグラントがMAC
エンティティの半永続的割当てC-RNTIに対して受信されたアップリンクグラントまたは設
定されたアップリンクグラントであった場合、
　　　－　NDIは、NDIの値に関係なく、対応するHARQプロセス用に切り換えられたものと
みなし、
　　－　アップリンクグラントおよび関連するHARQ情報を当該TTIのHARQエンティティに
配信し、
　－　あるいは、サービングセルがSpCellの場合、および当該TTIのアップリンクグラン
トがMACエンティティの半永続的割当てC-RNTIのSpCellのPDCCHでSpCellに対して受信され
た場合、
　　－　HARQ情報のNDIが１ならば、
　　　－　HARQプロセスに対応するNDIは切り換えられなかったとみなし、
　　　－　アップリンクグラントおよび関連するHARQ情報を当該TTIのHARQエンティティ
に配信し、
　　－　あるいは、受信したHARQ情報のNDIが０ならば、
　　　－　PDCCHコンテンツがSPSの解放を表している場合、
　　　　－　設定されているアップリンクグラント（もしあれば）を消去し、
　　　－　それ以外は、
　　　　－　アップリンクグラントおよび関連するHARQ情報を設定されているアップリン
クグラントとして保存し、
　　　　－　設定されているアップリンクグラントを初期化（アクティブでない場合）ま
たは再初期化（すでにアクティブな場合）して、当該TTIにおいて開始し、第5.10.2項に
記載の規則に則ってこれを繰り返し行い、
　　　　－　対応するHARQプロセスのNDIビットが切り換えられたとみなして、
　　　　－　設定されているアップリンクグラントおよび関連するHARQ情報を当該TTIのH
ARQエンティティに配信し、
　　－　あるいは、サービングセルがSpCellであり、当該TTIのアップリンクグラントがS
pCellに対して設定されている場合、
　　　－　対応するHARQプロセスのNDIビットは切り換えられたとみなし、
　　　－　設定されているアップリンクグラントおよび関連するHARQ情報を当該TTIのHAR
Qエンティティに配信する。
　＊注記：　設定されているアップリンクグラントの期間はTTIで表される。
　＊注記：　MACエンティティが、ランダムアクセス応答のグラントおよびエンティティ
自体のC-RNTIもしくは同一アップリンクサブフレームのSpCellでの送信を要求する半永続
的割当てC-RNTIに対するグラントの両方を受信する場合、MACエンティティは自身のRA-RN
TIに対するグラントまたは自身のC-RNTIもしくは半永続的割当てC-RNTIに対するグラント
のいずれかを継続することを選択してもよい。
　＊注記：　設定されているアップリンクグラントが測定の空白時に指定され、測定の空
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白時にUL-SCH伝送を指定する場合、MACエンティティはグラントの処理を行うものの、UL-
SCHでの伝送は行わない。
【００３０】
　3GPP　TS　36.331のバージョン12.5.0に開示されている現行の3GPP　E-UTRA　RRCの仕
様では、半永続的割当ては以下のように設定される。
　－SPS-Config
IE　SPS-Configが半永続的割当て設定の規定に用いられる。

SPS-Config情報要素
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【表２】

【００３１】
　半永続的割当てにより、UEは、設定されているアップリンクグラントが開始された後に
定期的に発生することを考慮できる。アップリンクグラントはネットワークシグナリング
によって開始されて、半永続的割当て（SPS）を開始するものでもよい。SPSが開始される
と、以降の設定されているアップリンクグラントへの割当てにネットワークシグナリング
は不要である。3GPP　RP-150310に基づいて、高速アップリンクアクセスを特定の種類のS
PSによって実現してもよい。特定の種類のSPSは、サイズが小さく、期間も例えば10ms未
満という短さであることを前提とする。また、特定の種類のSPSは、事前割当てであるこ
とを前提とする。eNBは、割当て要求またはバッファ状態情報を受信することなく、この
種のSPSリソースをUEに割り当ててもよい。UEは、3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0
に開示されている送信に使用可能なデータを保持している場合、SPSによってアップリン
ク伝送用に設定されたリソースを使用することができる。3GPP　TS　36.321のバージョン
12.5.0に開示されているように、割当て要求によってアップリンクリソースを求めるのに
比べ、SPSによって設定されたリソースの期間が十分に短い場合、遅延を低減することが
できる。図６は、3GPP　RP-150310に掲載されている図の写しであり、3GPP　TS　36.321
のバージョン12.5.0に規定されている割当て要求手順と比較して、事前割当てアップリン
クグラント（例えばSPSによって割り当てられた）ではどのように遅延の低減が改善され
るかを示している。特定の種類のSPSによって設定されるリソースは、従来のSPS（より長
い期間を有する）によって設定されるリソースと切り離してもよく、または一緒に使用し
てもよい。
【００３２】
　また、3GPP　RP-150310にも述べられているように、アップリンク（UL）リソースはあ
るものの、データがバッファにない場合、パディングの送信要求を削除できる。要求を削
除する理由は、バッテリ電力の消費を抑えるためである。ただし、送信に使用できるデー
タが存在しない場合、UEがいずれの設定されているアップリンクグラントも、まったく使
用すべきでないかをさらに判断すべきである。
【００３３】
　従来、ネットワークがUEに対してSPSアップリンクグラントを設定しようとする場合、U
Eは設定されているグラントが開始されると常に当該グラントを使用するはずなため、ネ
ットワークは、UEが設定されているグラントを使って送信を実行するか否かに基づいてSP
S開始のシグナリングを正常に受信したか確認できる。しかし、UEが設定されているグラ
ントを常には使用しない場合、例えば、設定されているグラントが送信に使用可能なデー
タがないときの遅延の低減に使用するためものである場合、ネットワークは、グラントを
設定するシグナリングをUEが受信しているかを知ることができなくてもよい。UEが例えば
SPSリソース割当てのシグナリングを実際に受信し損ねた場合、ネットワークは、例えば
送信に使用できるデータが存在するならば、例えばUEが割当て要求を発するまで、受信失
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敗の事態を検知できなくてもよい。
【００３４】
　その一方で、UEからの音声基準信号（SRS）の送信をネットワークで測定して、ネット
ワークが以降のリソース割当ての判断を行ったり、調整したりできるようにしてもよい。
ただし、UEは、3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0に開示されているように、SRSをア
クティブな期間に送信するだけである。遅延の減少目的の設定されたアップリンクリソー
スは、期間が短いことを前提とし、また、アクティブな期間以外のタイミングで発生する
ものでもよい。UEは、非アクティブ期間に送信に使用できるデータを保持して、非アクテ
ィブ期間に設定されたアップリンクリソースを使用して送信を行うことも可能である。し
たがって、非アクティブ期間にSRS送信が行われないため、設定されたアップリンクリソ
ースは準最適のものでよい。
【００３５】
　上述の課題を解決するために、UEは、SPSの開始（再開）のために物理ダウンリンク制
御チャネル（PDCCH）を受信すると、送信に使用できるデータがない場合、PDCCHが示す設
定されているアップリンクグラントを使用して新規に送信を行う。UEは、送信時にパディ
ングを送ってもよい。送信に使用できるデータがなく、TTIに応じてSPSを開始（再開）す
るためのPDCCHを受信していない場合、UEはTTIに設定されているアップリンクグラントを
使用した新規の送信を行わない。UEは、送信に使用するデータが存在する場合、設定され
ているアップリンクグラントを使用して新規の送信を行う。UEがアップリンクグラントを
設定するシグナリングを受信したか否かをネットワークで知ることができないという問題
について、ネットワークは、UEがSPSの開始（再開）によって示された設定されているグ
ラントを使用して送信を行ったか否かによって、UEがSPSの開始（再開）のシグナリング
を受信したか知ることができる。上述の準最適に設定されているアップリンクリソースに
おける問題について、ネットワークがUEに物理アップリンク共用チャネル（PUSCH）で何
かを送信させたい場合、ネットワークはSPSの開始（再開）のシグナリングをUEに送信で
きる。
【００３６】
　上述の課題を解決する別の方法として、送信に使用できるデータがない場合、UEは設定
されているアップリンクグラントを定期的に使用して送信を行うこともできる。UEは、送
信時にパディングを送ってもよい。例えば、UEはタイマを管理して、タイマがタイムアウ
トしたら送信を行う。タイマは、UEがSPSの開始（再開）シグナリングを受信すると、あ
るいはUEが設定されているアップリンクグラントを使用した送信を行うと、作動（再作動
）してもよい。
【００３７】
　一般に、設定されているアップリンクグラントの開始後は、当該グラントを定期的に利
用できる。設定されているアップリンクグラントは、ネットワークシグナリングによって
開始される。設定されているアップリンクグラントが開始されれば、それ以降の当該グラ
ントの割当てにネットワークシグナリングを必要としない。
【００３８】
　とくに規定されていない限り、UEは、送信に使用できるデータがない場合に、設定され
ているアップリンクグラントを使用できない。また、とくに規定されていない限り、UEは
、設定されているアップリンクグラントを使用してパディングを送ることはできない。設
定されているアップリンクグラントの期間は、特定値よりも短い。特定値は、10msまたは
10個の送信時間間隔（TTI）でよい。設定されているアップリンクグラントの期間は、１m
sまたは１個のTTIでよい。あるいは、設定されているアップリンクグラントの期間は、２
msまたは２個のTTIでよい。あるいは、設定されているアップリンクグラントの期間は５m
sまたは５個のTTIでもよい。
【００３９】
　設定されているアップリンクグラントは、事前に割り当てられていてもよい。UEは、送
信に使用できるデータがない場合に、設定されているアップリンクグラントの割当てを受
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けてもよい。UEは、UEが割当て要求またはバッファ状態報告を送信する前に、設定されて
いるアップリンクグラントの割当てを受けてもよい。
【００４０】
　図１４は、UEの視点から見た一実施例によるフローチャート1400を示す。工程1405にお
いて、UEはシグナリングを受信してアップリンクリソースを設定し、アップリンクリソー
スは複数の送信時間間隔（TTI）で利用可能であり、複数のTTIには第１のTTIおよび第２
のTTIが含まれる。工程1410において、UEはシグナリングを受信すると、第１のTTIで設定
されたアップリンクリソースを使用して送信を行い、シグナリングの受信に対応しない第
２のTTIでは送信を行わず、ここで、UEは送信に使用可能なデータを保持していない。
【００４１】
　図３および図４を再度参照すると、UEの視点から見た一実施例では、装置300は記憶装
置310に保存されたプログラムコード312を備えている。CPU 308がプログラムコード312を
実行することにより、UEは、(i)第１のTTIおよび第２のTTIを含む複数のTTIで利用可能な
アップリンクリソースを設定するシグナリングを受信し、(ii)シグナリングの受信に応じ
て、設定されたアップリンクリソースを使用して第１のTTIで送信を実行し、シグナリン
グの受信に対応しない第２のTTIでは送信できず、ここで、UEは送信に使用できるデータ
を保持していない。さらに、CPU 308は、プログラムコード312を実行して、上述の作業お
よび工程、または後述する他の作業および工程をすべて行うことも可能である。
【００４２】
　上述の実施例では、UEは、第１のTTIで設定されたアップリンクリソースを使用してパ
ディングを送信することもできるであろう。UEは、第２のTTIで新規に送信を行う際に、
設定されたアップリンクリソースを使用しない。UEが送信に使用できるデータを保持して
いる場合、UEは設定されたアップリンクリソースを使用して新規に送信を行うこともでき
よう。
【００４３】
　図１５は、UEの視点から見た一実施例によるフローチャート1500を示す。工程1505にお
いて、UEはシグナリングを受信してアップリンクリソースを設定し、アップリンクリソー
スは複数の送信時間間隔（TTI）で利用可能であり、複数のTTIには第１のTTIおよび第２
のTTIが含まれる。工程1510において、UEは、タイマがタイムアウトすると、設定された
アップリンクリソースを使用して第１のTTIで送信を行い、UEが送信に使用可能なデータ
を保持していない場合、タイマがタイムアウトしていなければ、設定されたアップリンク
リソースを使用した送信を第２のTTIでは行わない。
【００４４】
　UEの視点から見た別の実施例では、装置300は記憶装置310に保存されたプログラムコー
ド312を備えている。CPU 308がプログラムコード312を実行することにより、UEは、(i)シ
グナリングを受信して、第１のTTIおよび第２のTTIを含む複数のTTIで利用可能なアップ
リンクリソースを設定し、(ii)タイマがタイムアウトすると設定されたアップリンクリソ
ースを使用して第１のTTIで送信を行うことができ、UEが送信に使用できるデータを保持
していない場合、タイマがタイムアウトしていなければ、第２のTTIで設定されたアップ
リンクリソースを使用して送信を行うことができない。さらに、CPU 308は、プログラム
コード312を実行して、上述の作業および工程、または後述する他の作業および工程をす
べて行うことも可能である。
【００４５】
　上述の実施例では、UEは送信時にパディングを送ることも可能であろう。UEがシグナリ
ングを受信してアップリンクリソースを設定すると、タイマを開始または再開させてもよ
い。あるいは、UEが設定されたアップリンクリソースを使用して送信を行うと、タイマを
開始または再開させてもよい。設定されたアップリンクリソースが解除されると、タイマ
を停止させてもよい。タイマの長さは、設定されたアップリンクリソースの周期の数倍の
長さでもよい。
【００４６】
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　上述の実施例では、設定されたアップリンクリソースは、設定後は、定期的に利用可能
となる。また、アップリンクリソースの設定後は、ネットワークシグナリングを割り当て
なくてもよい。設定されたアップリンクリソースは、ネットワークから送信されるシグナ
リングによって起動されるか、あるいは事前割当てを受ける。シグナリングは、3GPP　TS
　36.321のバージョン12.5.0に開示されているように、SPSの開始または再開用であって
もよいであろう。
【００４７】
　一部の実施例では、UEは、3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0に開示されているよう
に、割当て要求を送信する前にシグナリングを受信する。別の実施例では、UEは、3GPP　
TS　36.321のバージョン12.5.0に開示されているように、BSR制御要素を送信する前にシ
グナリングを受信する。さらに別の実施例では、UEは、送信に使用可能なデータがないと
きにシグナリングを受信する。
【００４８】
　上述のいずれかの実施例において、UEは、媒体アクセス制御（MAC）プロトコルデータ
ユニット（PDU）をパディングとともに送信する際、設定されたアップリンクリソースの
みで送信しない。パディングは、(i)パディングビット、(ii)パディングビットに関連す
る少なくとも１つのサブヘッダ、(iii)3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0に開示され
ているパディングバッファ状態報告（BSR）に対応するMAC制御要素、（iv）パディングBS
Rに対応するMAC制御要素に関連するサブヘッダ、（v）3GPP　TS　36.321のバージョン12.
5.0に開示されているパディングサイドリンクBSRに対応するMAC制御要素、および／また
は（vi）パディングサイドリンクBSRに対応するMAC制御要素に関連するサブヘッダを含む
。
【００４９】
　上述のいずれかの実施例において、設定されたアップリンクリソースを利用できる周期
は特定値よりも短い。特定値は10msでよいであろう。設定されたアップリンクリソースを
利用できる周期は、１ms、２msまたは５msでもよいであろう。
【００５０】
　上述のいずれかの実施例において、シグナリングはPDCCHで送信されてもよいであろう
。シグナリングは半永続的割当てセル－無線ネットワーク一時識別子（C-RNTI）に関する
ものでもよいであろう。あるいは、シグナリングは無線リソース制御（RRC）メッセージ
でもよいであろう。
【００５１】
　他の実施例では、設定されたアップリンクリソースは物理アップリンク共有チャネル（
PUSCH）またはアップリンク共有チャネル（UL-SCH）である。
【００５２】
　上述の各実施例において、送信に使用可能なデータとは、設定されたアップリンクリソ
ースを利用する論理チャネルに属するデータを送信に使用できることを意味するものでよ
いであろう。
【００５３】
　上述の実施例によって、設定されたアップリンクリソースを起動するシグナリングを受
信し損ねたUEをネットワークによって即座に検出できる。また、ネットワークは設定され
たアップリンクリソースをより効率良く活用できる。
【００５４】
　伝送制御プロトコル（TCP）に基づくトラヒックは、インタネットの世界で重要な役割
を果たす。TCPの動作は下位層プロトコルから独立している。また、この独立性によって
スループットを実行、またはE-UTRAN　MACプロトコルと連携して遅延を準最適化してもよ
い。例えば、TCPのスロースタートでは、図７に示すように、UE（図７の受信側）はダウ
ンリンク（DL）TCPデータを受信すると、できるだけ早くUL TCP確認応答（ACK）を行って
すべてのプロセスを全面的に早め、短時間でデータ転送速度を高める必要がある。また、
前のUL TCPデータに関連するDL TCP ACKを受信したら、できる限り早く次のUL TCPデータ
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を送信することは、UEにとって有益である。
【００５５】
　例えばUL TCP ACKの送信など、アップリンク伝送を行うために、UEはアップリンクグラ
ントを取得する必要がある。アップリンクグラントを取得する選択肢として、以下の３つ
が挙げられる。
【００５６】
　選択肢１：　割当て要求
　3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0に開示されている現行の進化型地上無線アクセス
（E-UTRA）の媒体アクセス制御（MAC）の仕様に基づき、UEは、送信に使用可能なデータ
を保持しているもののアップリンクリソースを利用できない場合、アップリンクグラント
を求める割当て要求を送信する。割当て要求の手続きによって、送信に使用可能なデータ
と送信されるデータとの間に何らかの遅延が生じる。図８に一例を示す。
【００５７】
　選択肢２：　事前割当て動的グラント
　ネットワークは、例えばアップリンクデータが何らかのダウンリンクデータに応じて生
成されることにより、UEでアップリンクグラントが必要であることをネットワークがあら
かじめ検出できる場合、割当て要求を受信する前に動的ダウンリンクグラントの割当てを
行ってもよい。UEは、ネットワークがアップリンクグラントを割り当てる際に、アップリ
ンクグラント用の物理ダウンリンク制御チャネル（PDCCH）をモニタする必要がある。3GP
P　TS　36.321のバージョン12.5.0に開示されている現行のE-UTRAのMAC仕様に基づき、UE
は、ダウンリンクデータを受信すると、非アクティブタイマを起動して、タイマの走行中
、アクティブな状態を維持して到来の可能性のあるダウンリンクデータに対応する。非ア
クティブタイマは０～2.5秒の間に設定してもよいであろう。この設定では短すぎる場合
、送信用のダウンリンクデータに関連するアップリンクデータ（例えば、TCP ACK）を入
手することは不可能であろう。また、長すぎる場合、UEは、UEの電力を浪費して、ネット
ワークから送信されてくる可能性のあるアップリンクグラント割当てのためにPDCCHをモ
ニタすることになるかもしれない。図９に一例を示す。
【００５８】
　選択肢３：　事前割当て設定グラント
　PDCCHオーバーヘッド（およびPDCCHのモニタによるUEの電力消費）を低減するために、
ネットワークは、例えば何らかのダウンリンクデータに対してアップリンクデータが生成
されて、アップリンクグラントが必要であることをネットワークがあらかじめUEに検出で
きる場合、割当て要求を受信する前にアップリンクグラントを設定してもよい。半永続的
割当てにより、UEは、アップリンクグラントの設定後は、設定されているアップリンクグ
ラントが定期的に発生すると見なす。アップリンクグラントは、SPSを開始するためのネ
ットワークシグナリングを受信することによって開始されてもよい。SPSが開始されたら
、以降の設定されているアップリンクグラントの割当てにネットワークシグナリングは不
要である。3GPP　RP-150310に基づき、高速アップリンクアクセスを特定の種類のSPSによ
って実現してもよい。特定の種類のSPSはサイズが小さく、期間も例えば10ms未満という
短さであることを前提とする。また、特定の種類のSPSは、事前割当てであることを前提
とする。eNBは、割当て要求またはバッファ状態情報を受信することなく、この種のSPSリ
ソースをUEに割り当ててもよい。UEは、3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0に開示され
ている送信に使用可能なデータを保持している場合、SPSによってアップリンク伝送用に
設定されたリソースを使用することができる。3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0に開
示されているような、割当て要求によってアップリンクリソースを要求するのに比べ、SP
Sによって設定されたリソースの期間が十分に短い場合、遅延を低減することができる。
図６は、3GPP　RP-150310に掲載されている図の写しであり、3GPP　TS　36.321のバージ
ョン12.5.0に規定されている割当て要求手順と比較して、事前割当てアップリンクグラン
ト（例えばSPSによって割り当てられた）ではどのように遅延の低減が改善されるかを示
している。特定の種類のSPSによって設定されるリソースは、従来のSPS（より長い期間を
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有する）によって設定されるリソースと切り離してもよく、または一緒に使用してもよい
。また、3GPP　RP-150310では、アップリンクリソースは存在するもののバッファにデー
タが存在しない場合、パディングの送信要求を削除してもよいと規定している。要求を削
除する理由は、バッテリ電力を節約するためである。
【００５９】
　定期的に発生する（例えば１または２msごと）、ネットワークによって設定（再設定）
されたアップリンクリソースを使用することは、UEがアップリンクリソースの割当てに関
する割当て要求をネットワークに送信する手続きを行わなくてよいため、アップリンクデ
ータ（例えばTCP ACK）を可能な限り早く送信するのに適している。しかし、このような
アップリンクリソースが常時設定される場合、リソースの無駄が生じることになる。図１
０に一例を示す。
【００６０】
　簡単に述べると、課題は、受信したダウンリンクデータに関連するアップリンクデータ
を、いかにして、リソース効率の良い方法でできるだけ早く送信するかということである
。
【００６１】
　上述の選択肢３（事前割当て設定グラント）は、リソースの割当てに用いることを前提
とする。通常、設定されているアップリンクグラントが開始されると、それ以降は定期的
に利用可能になる。設定されているアップリンクグラントは、ネットワークのシグナリン
グによって開始される。設定されているアップリンクグラントが開始されると、それ以降
のアップリンクグラントの割当てでは、ネットワークシグナリングは不要である。
【００６２】
　とくに規定されていない限り、UEは、送信に使用できるデータがない場合に、設定され
ているアップリンクグラントを使用できない。また、とくに規定されていない限り、UEは
、設定されているアップリンクグラントを使用してパディングを送ることはできない。設
定されているアップリンクグラントの期間は、特定値よりも短い。特定値は、10msまたは
10個の送信時間間隔（TTI）でよい。設定されているアップリンクグラントの期間は、１m
sまたは１個のTTIでよい。あるいは、設定されているアップリンクグラントの期間は、２
msまたは２個のTTIでよい。あるいは、設定されているアップリンクグラントの期間は５m
sまたは５個のTTIでもよい。
【００６３】
　設定されているアップリンクグラントは、事前割当てされているものでよい。UEには、
送信に使用可能なデータがない場合、設定されているアップリンクグラントの割当てを受
けてもよい。UEには、UEが割当て要求またはバッファ状態報告を送信する前に、設定され
ているアップリンクグラントを割当ててもよい。
【００６４】
　課題を解決するために、設定されているアップリンクリソースはどのようなタイミング
であれば有効とみなされるかを規定し、設定されているアップリンクリソースの有効性の
把握をUEとネットワークノードとの間で調整するものとする。以下に、２つの解決策を検
討する。
【００６５】
　解決策１
　一実施例において、設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグ
ラント）の有効性は、第１のタイマによって調整される。具体的には、設定された（事前
に設定された）アップリンクリソース（またはグラント）は、第１のタイマが走行してい
るときに有効であるとみなされる。設定された（事前に設定された）アップリンクリソー
ス（またはグラント）は、第１のタイマが作動していないときは、停止または解除された
とみなしてもよい。停止されるとは、UEが設定された（事前に設定された）アップリンク
リソース（またはグラント）の設定を維持するものの、リソースを使用することはできな
いということを意味する。UEは、第１のタイマが走行しているときに、設定された（事前
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に設定された）アップリンクリソース（またはグラント）の使用を再開させることができ
るであろう。解除されるとは、UEが設定された（事前に設定された）アップリンクリソー
ス（またはグラント）の設定を解除することを意味する。ネットワークは、例えばPDCCH
シグナリング、MAC制御要素または無線リソース制御（RRC）メッセージなど、明示的なメ
ッセージを介して、設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグラ
ント）を再度設定（または割当て）するものとする。
【００６６】
　あるいは、設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグラント）
の有効性は、何らかの事象によって調整される。具体的には、１または複数の特定の事象
を引き金として、UEは設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグ
ラント）を有効または無効とみなす。
【００６７】
　第１のタイマの以下の処理、例えば、第１のタイマの開始、再開または停止の条件を任
意に（論理的方法で）組み合わせることもできる。以下の開始のタイミングおよび停止の
タイミングの事象を利用することにより、UEが事前設定されているアップリンクグラント
を使用できるようにしたり、使用できないようにしたりできよう。一例を図１１に示す。
　［タイマの開始または再開］
　－　特定のダウンリンクデータを受信
　　　特定のダウンリンクデータを論理チャネルまたはサービスに対応付けてもよい。
　－　PDCCHの明示的指示を受信
　　　この指示は、アップリンクリソースを設定または割り当てるためのDCIフォーマッ
トでよい。アップリンクリソースは、定期的に発生するものでよい。
　［タイマの停止］
　－　アップリンクデータが設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（ま
たはグラント）で送信される。
　－　設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグラント）が使用
される。
　［タイムアウトへの対処］
　－　UEは、設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグラント）
を停止させてもよい。
　－　UEは、設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグラント）
を解除してもよい。
【００６８】
　ダウンリンクデータの受信直後にアップリンクデータを入手できない場合もあることを
考慮すると、UEは事前設定されたアップリンクリソースをすぐには有効とみなさないこと
により、一部のリソースの無駄を有利になくすことができる。そのために、第２のタイマ
を使用してもよい。UEは、第２のタイマが切れると、設定された（事前に設定された）ア
ップリンクリソース（またはグラント）を有効とみなし始める。UEは、第２のタイマが走
行しているとき、設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグラン
ト）を有効とみなしてはいけない。第２のタイマは、ダウンリンクデータを受信したら起
動してもよい。第２のタイマは、設定された（事前に設定された）アップリンクリソース
（またはグラント）を表すPDCCHを受信したら起動してもよい。一例を図１２に示す。
【００６９】
　解決策２
　UEは、3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0に開示されているように、「アクティブな
期間」内の設定された（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグラント）が
有効であるとみなすものの、何らかの特定のDRXタイマ、例えば非アクティブタイマまた
は3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0で規定されているオンデュレーションタイマに限
定される場合がある。3GPP　TS　36.321のバージョン12.5.0では、「アクティブな期間」
とは第5.7項に規定するようにDRX動作に関連する時間のことであり、DRX動作時にMACエン
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ティティがPDCCHをモニタする、と開示している。第5.7項について以下に引用する。
　・５．７．間欠受信（DRX）
　（・・・）
　DRX周期が設定されている場合、「アクティブな期間」には次の場合の時間が含まれる
。すなわち、
　－　オンデュレーションタイマまたはDRX非アクティブタイマまたはDRX再送タイマまた
はMAC競合解決タイマ（第5.1.5項で述べられている）が作動しているか、または、
　－　割当て要求がPUCCHで送信されて、保留となっている（第5.4.4項で述べられている
）か、または、
　－　保留されているHARQ再送に対してアップリンクグラントが発生する可能性があり、
対応するHARQバッファにデータが存在するか、または、
　－　MACエンティティが選んでいないプリアンブルに対するランダムアクセス応答が正
常に受信された後に、MACエンティティのC-RNTIに関する新規の送信を表すPDCCHが受信さ
れなかった（第5.1.4項に述べられている）。
【００７０】
　アップリンクデータが到来すると、UEは割当て要求（SR）の送信を開始し、設定された
（事前に設定された）アップリンクリソース（またはグラント）がアップリンクデータの
送信に使用できるとみなすであろう。一例を図１３に示す。本例では、SRがT13で送信さ
れると、UEはT14で事前に設定されたグラントが有効であるとみなしてもよい。UEは、こ
の方法を用いることで、ネットワークから動的割当てを受けるのを待たなくてよく、１回
にかかる往復時間を節約できる。そのコンセプトは、（1）ネットワークがアップリンク
リソースを事前に設定するであろうこと、（2）UEはネットワークに通知を行うこと（SR
を送信するなど）、および（3）UEは事前に設定されたアップリンクリソースを直接使用
することである。
【００７１】
　方法の一例において、UEは第１の期間の長さを示す第１のシグナリングを受信する。ま
た、UEは、第１のアップリンクリソースを設定するシグナリングを受信し、第１の設定さ
れたアップリンクリソースは複数のTTIにおけるアップリンク伝送に使用できる。UEは、
第１の期間中に複数のTTIにおいて第１の設定されたアップリンクリソースを使用できる
。UEは、第１の期間以外では、第１の設定されたアップリンクリソースを使用できない。
【００７２】
　図３および図４を再度参照すると、UEの視点から見た一実施例において、装置300は記
憶装置310に保存されたプログラムコード312を含む。CPU 308がプログラムコード312を実
行することにより、UEは、(i)第１の期間の長さを示す第１のシグナリングを受信し、(ii
)第１のアップリンクリソースを設定する第２のシグナリングを受信し、第１の設定され
たアップリンクリソースは複数のTTIにおけるアップリンク伝送に使用可能であり、(iii)
第１の期間中に複数のTTIで第１の設定されたアップリンクリソースを使用でき、(iv)第
１の期間以外では第１の設定されたアップリンクリソースを使用できない。さらに、CPU 
308はプログラムコード312を実行して上述の動作および工程または後述するその他の動作
および工程をすべて実行できる。
【００７３】
　様々な実施例において、UEが第１の設定されたアップリンクリソースを使用できる場合
、UEは第１の設定されたアップリンクリソースを新規の送信に使用できることを意味する
。UEが第１の設定されたアップリンクリソースを使用できない場合、UEは第１の設定され
たアップリンクリソースを新規の送信に使用できない。
【００７４】
　様々な実施例において、UEは、第１の期間以外では、第１の設定されたアップリンクリ
ソースが停止されているとみなしてもよい。停止とは、UEが第１の設定されたアップリン
クリソースの設定を維持するものの、使用することはできないことである。UEは、第１の
期間の初めに第１の設定されたアップリンクリソースの使用を再開させてもよい。あるい
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は、UEは、第１の期間以外では、第１の設定されたアップリンクリソースが解除されてい
るとみなしてもよい。解除とは、UEが第１の設定されたアップリンクリソースの設定を解
除することである。
【００７５】
　次の条件の１つ以上を利用して第１の期間を開始してもよい。第１の期間は、UEが特定
のダウンリンクデータを受信すると開始（または再開）されてもよい。特定のダウンリン
クデータは論理チャネルに対応付けられるか、あるいはサービスに対応付けられる。
【００７６】
　別の方法として、第１の期間は、UEがPDCCHの明示的指示を受信すると開始（または再
開）されてもよい。当該指示は、アップリンクリソースを設定する（または割り当てる）
ダウンリンク制御情報（DCI）フォーマットでもよい。アップリンクリソースは定期的に
発生してもよい。
【００７７】
　さらに別の方法として、第１の期間は、第２のシグナリングの受信によって開始（また
は再開）されてもよい。あるいは、第１の期間は、UEが第１の設定されたアップリンクリ
ソースを使用すると開始（または再開）されてもよい。
【００７８】
　次の条件の１つ以上を利用して第１の期間を終了させてもよい。UEが第１の設定された
アップリンクリソースでアップリンクデータを送信すると、第１の期間を終了させてもよ
い。別の方法として、UEが１つの（唯一の）新規のアップリンク伝送に対するリソース割
当てを受けると、第１の期間を終了させてもよい。さらに別の方法として、UEが第１の設
定されたアップリンクリソースを使用する送信の適応伝送に対するリソース割当てを受け
ると、第１の期間を終了させてもよい。あるいは、UEがシグナリングを受信して第２のア
ップリンクリソースを設定すると、第１の期間を終了させてもよい。第２の設定されたア
ップリンクリソースの期間は、第１の設定されたアップリンクリソースの期間よりも長く
てもよい。
【００７９】
　様々な実施例において、UEは、第１の期間の最後に第１の設定されたアップリンクリソ
ースを停止させてもよい。別の実施例では、UEは、第１の期間の最後に第１の設定された
アップリンクリソースを解除してもよい。
【００８０】
　様々な実施例において、UEは、第２の期間の最後に第１の設定されたアップリンクリソ
ースを使用できる。あるいは、UEは、第２の期間中は第１の設定されたアップリンクリソ
ースを使用できない。第２の期間は、UEが特定のダウンリンクデータを受信したとき、ま
たはUEが第１の設定されたアップリンクリソースを示すPDCCHを受信したときに開始され
てもよい。
【００８１】
　一部の実施例において、第１のシグナリングおよび第２のシグナリングは同一のシグナ
リングである。
【００８２】
　別の実施例において、UEはシグナリングを受信してアップリンクリソースを設定し、設
定されたアップリンクリソースは複数のTTIにおけるアップリンク伝送に利用可能である
。そのため、UEは、設定されたアップリンクリソースがアクティブな期間において有効で
あるか否かを検討する。
【００８３】
　アクティブな時間には、次の期間が１つ以上含まれていてもよい。アクティブな期間は
、オンデュレーションタイマまたはDRX非アクティブタイマまたは再送タイマまたはMAC競
合解決タイマが走行中の時間を含んでいてもよい。アクティブな期間は、割当て要求がPU
CCHに送信されて保留中の時間を含んでいてもよい。アクティブ期間は、保留されているH
ARQ再送に対するアップリンクグラントが発生し、対応するHARQバッファにデータが存在
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するときの時間を含んでいてもよい。また、アクティブな期間は、MACエンティティが選
んでいないプリアンブルに対するランダムアクセス応答が正常に受信された後に、MACエ
ンティティのC-RNTIに関する新規の送信を表すPDCCHが受信されなかったときの時間を含
んでいてもよい。
【００８４】
　一部の実施例において、第１の設定されたアップリンクリソースはネットワークシグナ
リングによって起動される。ネットワークシグナリングは、SPSの開始（再開）のための
ものでもよい。第１の設定されたアップリンクリソースは、一度設定されると、定期的に
利用できる。一部の実施例では、第１の設定されたアップリンクリソースが起動されると
、第１の設定されたアップリンクリソースを割り当てるネットワークシグナリングは不要
となる。一部の実施例では、第１の設定されたアップリンクリソースは事前に割り当てら
れる。
【００８５】
　様々な実施例において、UEは、割当て要求やBSR制御要素を送信する前に、あるいは送
信に使用可能なデータが存在しない場合に、第２のシグナリングを受信する。別の実施例
では、UEは、設定されたアップリンクリソースのみでは、パディングを有するMAC PDUの
送信を行わない。
【００８６】
　上述の実施例のいずれかにおいて、UEは、設定されたアップリンクリソースのみでは、
パディングを有する媒体アクセス制御（MAC）プロトコルデータユニット（PDU）の送信を
行わない。他の実施例において、パディングはパディングビットを含む。あるいは、パデ
ィングは、パディングビットに関連付けられた少なくとも１つのサブヘッダを含む。また
、パディングは、パディングバッファ状態報告（BSR）に対応するMAC制御要素を含んでい
てもよい。パディングは、パディングBSRに対応するMAC制御要素に関連するサブヘッダを
含んでいてもよい。別の実施例では、パディングは、パディングサイドリンクBSRに対応
するMAC制御要素を含む。あるいは、パディングは、パディングサイドリンクBSRに対応す
るMAC制御要素に関連するサブヘッダを含む。
【００８７】
　上述の実施例のいずれかにおいて、設定されたアップリンクリソースが利用可能な周期
は、特定の値よりも短くてもよい。特定の値は、10msでもよい。設定されたアップリンク
リソースが利用可能な周期は、１ms、２msまたは５msでもよい。
【００８８】
　上述の実施例のいずれかにおいて、第２のシグナリングはPDCCHで送信してもよい。他
の実施例では、第２のシグナリングは半永続的割当てC-RNTIに関するものでもよい。他の
実施例では、第２のシグナリングはRRCメッセージでよい。
【００８９】
　上述の実施例のいずれかにおいて、第１の設定されたアップリンクリソースはPUSCHま
たはUL-SCH上にある。
【００９０】
　図１３を参照すると、本図は、１つのノードが別のノード（例えばネットワーク）に指
示を送り、２つのノード間でデータの送信または受信を行うためにあらかじめ設定された
リソースの使用を開始する。データが届くと、UEはeNBに指示（SRなど）を送り、次いで
、事前に設定されたアップリンクグラントの使用を直接開始して、到来したデータの送信
を行ってもよい。これにより、UEとeNBとの間の１回の往復にかかる時間を節約できる。
【００９１】
　別の方法の一例において、UEは、第１のシグナリングを受信してデータ送信に使用され
るチャネルのリソースを設定し、リソースは定期的に繰り返し発生してもよい。UEは、ネ
ットワークに指示を送る。UEは、データまたはデータのBSRを、次に発生するリソースを
使用してネットワークに送る。あるいは、UEは、指示の送信によってリソースが有効か判
断する。
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【００９２】
　上述の方法を用いて、設定されたアップリンクリソースをより効率的に割り当てること
ができる。
【００９３】
　ここまで本願の開示の様々な態様について述べてきた。本明細書に教示した事項は多様
な形態で具体化してもよく、また、本明細書に開示した特定の構成または機能、あるいは
そのどちらも代表的な例に過ぎないことは明白であろう。本明細書に教示した事項に基づ
き、開示の態様を他の態様に関係なく実施することも可能であり、２つ以上の態様を様々
に組み合わせることも可能であることは当業者であれば理解の及ぶことであろう。例えば
、本明細書に定義した態様を任意の数だけ用いて装置を実現したり、方法を実施したりで
きるであろう。また、他の構成、機能、または構成および機能の組合せを、定義された１
つ以上の態様とともに、またはこれらの態様とは別に活用して装置を実現したり、方法を
実施したりすることも可能であろう。上述した概念の一部の例として、いくつかの態様に
おいて、パルス受信周波数に基づいて同時チャネルを確立することもできるであろう。い
くつかの態様では、同時チャネルはパルスの位置またはオフセット値に基づいて確立する
こともできるであろう。いくつかの態様では、同時チャネルは時間ホッピングシーケンス
に基づいて確立することもできるであろう。また、いくつかの態様では、同時チャネルは
、パルス受信周波数、パルスの位置あるいはオフセット値、および時間ホッピングシーケ
ンスに基づいて確立することもできるであろう。
【００９４】
　様々な異なる技術および手法のいずれかを用いて、情報および信号を表現してもよいこ
とは当業者の理解の及ぶところであろう。例えば、本願記載全体において言及されるデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボルおよびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界もしくは磁性粒子、光学場もしくは光粒子、またはこれらの任意の組合せによっ
て表現されることもあり得よう。
【００９５】
　さらに、開示した態様に関連して述べられた説明に役立つ様々な論理ブロック、モジュ
ール、処理装置、手段、回路およびアルゴリズム手順は、電子機器（例えば、デジタル実
装、アナログ実装、またはこれら２つの組合せなど、情報源符号化または他の手法を用い
るように設計されているものでよい）、様々な形態のプログラムまたは命令が組み込まれ
た設計コード（ここでは、便宜上、「ソフトウェア」または「ソフトウェアモジュール」
と称されることもある）、またはこれら両者の組合せとして実現可能であることは当業者
の理解の及ぶことであろう。ハードウェアおよびソフトウェアの互換性を明確に説明する
ために、様々な説明に役立つ構成要素、ブロック、モジュール、回路および手順について
、概ねこれらの機能に関して述べてきた。このような機能をハードウェアとして実現する
か、あるいはソフトウェアとして実現するかは、システム全体の特定の適用条件および設
計条件によって決まる。当業者は、特定の用途ごとに上述の機能をいろいろな方法で実現
することもできるが、こういった実現例を決めることは、本願の開示の範囲から逸脱する
ことになると解釈すべきではない。
【００９６】
　また、本明細書に開示した態様に関連して述べられた説明に役立つ様々な論理ブロック
、モジュールおよび回路は、集積回路（IC）、接続端末またはアクセスポイント内で実現
してもよく、またはこれらによって実行してもよい。ICは、汎用処理装置、デジタル信号
処理装置（DSP）、特定用途向け集積回路（ASIC）、フィールドプログラマブル・ゲート
アレイ（FPGA）もしくは他のプログラム可能な論理デバイス、個別素子ゲートもしくはト
ランジスタ論理回路、ハードウェア個別構成素子、電気的構成素子、光学的構成素子、機
械的構成素子、または上述の機能を実現するために設計されたこれら素子の任意の組合せ
を備えていてもよく、IC内部、ICの外部またはその両方に存在するコードまたは命令を実
行してもよい。汎用処理装置はマイクロプロセッサでよいが、その代わりとして、任意の
従来型の処理装置、制御装置、マイクロコントローラまたは状態機械であってもよい。ま
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た、処理装置は、例えばDSPおよびマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、DSPコアと連動する１つ以上のマイクロプロセッサ、または他のこのような構成な
ど、コンピュータ装置の組合せとして実現することも可能であるであろう。
【００９７】
　上述したいかなる処理工程のいかなる特定の順序または工程の優先度も、取り組み方の
見本の一例である。設計の選択に基づき、本願の開示の範囲を逸脱せずに処理工程の特定
の順序または工程の優先度を再編することも可能であることを理解されたい。本願の方法
クレームは、例示的順序における様々な工程の要素を提示するものであり、提示した特定
の順序または優先度に制限されるものではない。
【００９８】
　開示した態様に関連して述べた方法またはアルゴリズムの工程は、ハードウェア、処理
装置によって実行されるソフトウェアモジュール、または両者の組合せによって直接具体
化してもよい。ソフトウェアモジュール（例えば実行可能な命令および関連データを含む
）および他のデータは、RAMメモリ、フラッシュメモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、EEPRO
Mメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、または他の形態
の当該分野において公知のコンピュータ可読記憶媒体などに存在するものでもよい。記憶
媒体のサンプルを、例えば、コンピュータ／処理装置（ここでは便宜上、「処理装置」と
称している場合もある）などの装置に接続させてもよく、このような処理装置は記憶媒体
から情報（例えばコード）を読み出したり、媒体に情報を書き込んだりすることもできる
。サンプル記憶媒体は処理装置に内蔵されていてもよい。処理装置および記憶媒体は、AS
ICに属していてもよい。ASICはユーザ端末に設けられていてもよい。別の方法として、処
理装置および記憶媒体は、ユーザ端末の個別部品に設けられていてもよい。また、いくつ
かの態様では、用途に適した何らかのコンピュータプログラム製品に、本開示の１または
複数の態様に関連するコードを含むコンピュータ可読媒体が含まれていてもよい。いくつ
かの態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージソフトを含んでいてもよい。
【００９９】
　本発明について様々な態様に関連して述べてきたが、本発明をさらに変更することも可
能であることを理解されたい。本願は、概ね本発明の原理に従った、本発明に関係する技
術分野における公知の、および慣例的なやり方に近い本願の開示からの逸脱を含むあらゆ
る変更、用途または適応を対象として含むことを目的とする。
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